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1°はじめに
教務委員会では、本短期大学部のＦＤ活動を組織的に推
進するために、県立大学全体の事業に加え、学部独自の
取り組みを企画し実施している。201ｏ年度、２０１１年度の
取り組みについては、本紀要の前号に報告を掲載した'。
２０１２年度は､基本的な活動については前年度を踏襲した上で、
昨年度の他大学視察の成果を取り入れ、学外非常勤講師との事
前打ち合わせおよび意思疎通の改善のための懇談の利用を推進
している。９月には、授業技術の向上を目的として、ＩＤネット
ワークつばさ2の中,L校である山形大学基盤教育院より杉原真
晃氏を招き、テーマ「学生主体型授業の実践一授業改善から授
業開発へ－」の講演会を開催した（参加者27名)。さらに、他
の短期大学の具体的な実践から得るものは大きいため、積極的
にＦＤ活動について発信している短期大学の視察を、今年度も
実施することとした。
とりわけ今年度は、視察目的を狭義のＦＤ活動に限定せ戸1塁、
本短期大学部が現在取り組んでいる中期計両の実現に向けての
情報収集も目的とした。すなわち、キャリア形成教育、入学前
教育とリメディアル教育、地域と連携した教育の三点について
である。このうち、キャリア形成教育については､２０１３年度か
ら必修単位化することが決定しており、現在学内で授業内容の
構成を進めているところである。入学前教育は既に、推薦入試
合格音を対象に学科ごとに課題提出型で実施されている｡一方、
リメデイアル教育については、どのように制度的に実施してい
くか、検討が始まったばかりである。また、地域との連携につ
いても、研究の領域では既に多くの連携がなされているが、教
育の領域では現状を超えた新しい展開を模索している段階とい
える。
こられの点について既に教育実績のある小松短期大学を視
察し、その結果をまとめたものが本報告である。視察Ｈは次の
とおりである。
・２０１２年１２月１０「１（月）
小松短期大学３（石川県小松市）
2．小松短期大学
2.1大学の概要
小松短期大学は地域創造学科１２０名、専攻科８０名の定
員を擁し、専任教員１７名である。１９８８年に開学し、現在
は石川県、小松市、地元企業からなる第三セクター方式
で運営されている。開学以来、学科構成の見直しを続け、
現在は地域創造学科として「臨床工学ステージ」「診療情報
管理ステージ」「ＩＣＴ＆ビジネスステージ」「航空・観光ホス
ピタリティステージ」「生産システムステージ」という名称の５
コース制をとっている｡なかでも特徴的なのが2007年度に開設
された「生産システムステージ」である。このステージは、当
初は地元企業で働く社会人を対象としたリカレントコースのみ
で、高卒の若手社員が教養を身に付け技術を磨く場として開講
された、全国的に見ても珍しい,裸程である。２０１１年度からは高
校卒業生も対象とする一般コースも生産システムステージに開
設された。入学者全体の60％以|を石川県出身者が占め、地元
への就職を希望する割合も高い。
平成２１年度には財団法人短期大学堆準協会による第三者評
価の結果、適格認定を受けており、報告書をウェブ上で公開し
ている4．同様に教育情報も公開しており、教育理念、教育課程
等を参照できるようになっている５．本報告は、これらの公開資
料と当日いただいた資料およびご説明とに基づいている。
ＦＤ活動においては、大学コンソーシアム石川主催の事
業で、２００９年度第１１且I短期大学合同シンポジウム「短期
大学における導入教育・リメディアル教育の問題」パネ
ルディスカッションに参加、201ｏ年度短期大学フォーラ
ム「短期大学のキャリア教育等について」で報告を行っ
ているこのように稲械的に学外に発信していく姿勢か
ら、本短期大学部と同規模の地域密着型短大として学ぶ
ことも多いと考え、今川の視察を希望した。
2.2ＦＤ活動
ＦＤ活動は教務委員会が主管しており、全学で実施され
る事業の他に、大学コンソーシアム石川の構成校として
ＦＤ事業に参加している。
通常のＦＤ活動としては、まず、複数経路による学生か
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らの意見聴取が挙げられる。ｌ年次の４月に実施される入
学生アンケートは、入学者の進路決定方法を把握するた
めのもので、学生募集活動に活用される。また、期末試
験ごとの授業アンケートは、教員ごとの授業改善を目的
としたものである。このほかに１年次の１２月頃に実施さ
れる学長アンケートがあり、自由記述型アンケートから
学内の改善事項を発見するために用いられている。２年次
９月には教育全般の評価のために教育力調査を行い､組織
としての教育改善に役立てている』
さらに、非常勤講師との連携を重視し、２００９年度から
年１回、問題意識・目標の共有のために講師懇談会を実
施している。参加者は少ない、とのことだったが、各ス
テージで４～５人は参加しているそうなので、けっして少
なくないと考えられる。本短期大学部ではまだまだ取り
組みが遅れている部分である。
また、毎年学内でその時の必要と関心に応じて、ＦＤ研
修会を実施している。小規模校であることから、教員と
職員が一体となって研修に臨んでいる。それと同時に、
大学コンソーシアム石川のＦＤ・ＳＤ研修会にも定期的に
参加している。金沢市で開催される研修はテレビ会議シ
ステムで配信されるので、短大にいながらにして受講す
ることが可能になっている。
なお、コンソーシアムにおいても学内においても、近年
関心の高くなっている研修テーマは「発達障がいの学生
をいかに支援していくか」だそうである。本県でもぃわ
て高等教育コンソーシアム構成校の教職員を対象に、今
年度「発達障がい学生への修学支援に関する学習会」が２
回シリーズで開催された。全｢E|の大学で重視されている
課題であることを改めて認識させられた。
2.3キャリア教育
２００５年度に必修科目ｌ単位として導入したが、２００７年
度から選択科目に変更した。ステージごとに就職活動の
時期や形態が異なるためである。２００８年度に通年開講に
変更され、現在は共通科目「キャリアデザインＩ」「キ
ャリアデザインⅡ」として前後期ｌ単位ずつ、対象とな
るステージを特定した内容で複数の授業が開講されてい
る。学生は履修指導にもとづき、ステージごとに該当する授
業を履修することになっている。
授業内容は通年で履修することを前提とし、自己分析、
マナー一般、企業研究、履歴群指導、模擬面接等、実践
的なものが多い。講義だけでなく学生の発表やグループ
ワークも取り入れている。資格取得を主目的としている
ステージでは、業界理解も主要なテーマとなっている。
担当は常勤教員だが、講義の数回分、外部の就職情報系
企業から講師を招いている。
なお、学生への就職支援の点では、授業以外にも外部機
関との連携がなされている。ジョブカフェ石川からのキ
ヤリアカウンセラー、ハローワークの大卒ジョブサポー
ターを学内に配侭し、就職情報系企業による学内講座を
年数回実施している。
一方、「キャリアデザイン」とは別に、ｌ年次に「クラ
スアワー」という科目が共通科目に置かれている。共通
科目内で「クラスアワー」「キャリアデザインＩ．Ⅱ」
「地域創造学」「地域研究」が基礎ユニットとして区分
されており、教育課程内では一体的な科目である。「ク
ラスアワー」の目的は「クラスの相互理解を深め団結力
を養う、集団としての行動規範を身につける、（L|｣略）
社会生活に必要な知識を身につける」（2012年度シラパ
ス）こととされており、この授業を、学生から社会人へ
の移行を促すキャリア形成科目とみなすことができよう。
レクリエーションや大学祭の準備といったクラス行事と
ともに、日本語検定、小松検定、適性検査等の時間にも
当てられている。また､警察関係(反薬物、交通安全等)、
消費者関係、マネープラン等に関わる講演会もこの中で
実施されている。担当は、主にクラス担任と学生委員会
である。同様の趣旨で２年次に「ホームルーム」の時間
が置かれているが、単位化はなされていない。
キャリア教育については､本短期大学部よりも早く単位
化されており、カリキュラム改定を経て現状に至ってい
る。学科構成上、実務志向の強い学生が集まるため、キ
ャリア教育として位置づけられる「キャリアデザイン」
は就職支援的色彩が強い内容となっている。しかしなが
ら、「クラスアワー」とあわせて考えることによって、
キャリア形成教育の全体像を知ることができよう。現在
検討中の本短期大学部のキャリア形成科目についても、
単なる就職支援・内定獲得支援を目的とするものではな
く、自立した社会人がもつべき能力を就業力ととらえ、
それを育成するためのものである。具体的な教育内容を
検討するにあたり、多くの示唆を得た実践事例であった。
2.4入学前教育とリメデイアル教育
１）入学前教育
入学前教育は、推薦入試およびＡＯ入試合格者（定員
120名のうち６０名がそれにあたる）を対象に、ステージ
ごとに課題を設定して実施されている。課題の提出は、
来校・郵送等ではなく、入学後提出する方法を取ってい
る。実施の目的は、学習習慣の維持、高校までの既習領
域の復習、入学後の専門教育の準備のためである。実施
上の課題は、学習課題のチェックが入学後になるため、
本人に学習習'慣が身についているかどうか確認ができな
いこと、課題の難易度が高いと高校教員に相談してしま
い高校教員に負担がかかり、短大教員が入学までに習得
してきてほしいと考えるレベルのような難しい課題の設
定はできない、という２点である。現在では、課題につ
いては高校と連絡を取りながら、高校生が自分１人で解
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くことができる学習課題を与えるように改善している。
入学前教育は、進路決定後から短大入学までの約３～４
ヶ月の間に勉強の空白期間を作らないことを目的とした
教育で、基礎学力の向上はあまり期待できない。すなわ
ち、基礎学力の向上は入学後に短大で行わなければなら
ない。
２）リメディアル教育
平成２１年度入学者から入学前教育の他に、リメディア
ル教育を必要と考えるステージが、共通科目として導入
することになった。その理由は「ステージ構成が複雑に
なり、ステージによって求められる基礎学力の内容や入
学者そのものの基礎学力の多様化が進んだ」（「自己‘点
検・評価報告書（平成２１年度）」）からである。入学者
の出身学科が普通科、専門学科、総合学科など多様であ
るため、出身学科間で基礎学力の差がどうしてもでてく
る。その差を入学後のリメディアル教育科目で縮める必
要がある。
入学者は入学時にステージごとに英語、数学、物理の
プレースメントテストを受け、その結果によってリメデ
イアル教育科目を履修する。リメディアル教育を補習（非
正規科目）としてではなく教養（正規科I|）として位置
づけ、物理基礎数学基礎英語基礎という科目名で開
講している。学生にとっては、教養科日の''１のｌ科目を
履修することと変わりなく単位を取州:することができ、
基礎を学ぶことにより正規科目の単位を落とすことが少
なくなり、受講する人数が少なくはないので負い目や劣
等感を感じないで済むなど、複数のメリットがある。
実際に実施して課題として上がってきたことは、時間
割の都合上リメディアル教育科目を正規科目と並行して
実施しているので、基礎学力が向上した後に｣正規科Ｈを
受講することができない（リメディアル教育の効果が生
かされない）こと、リメディアル教育科Ｈ担当者と正規
科目担当者間の連携が取りにくいという状況が生じたこ
とである。この課題を改善するために、平成２４年度から
一部のステージで、リメディアル教育科Ｈを前期前半に
通常授業として週２回の集中講義(８コマ分・１噸位)で行
い、前期後半に正規科目を入れる授業方法を試行してい
る。また、リメデイアル教育科I-lから正規科||に無理な
く移行できるように、学牝に適した教材を各担当教員が
独自に開発するなどの改葬がなされている。担当教員は
専任教員が主になって行っているが、科I｣によっては非
常勤講師も担当している。
リメディアル教育科目を導入してから今年で３年１１で
あるため、全般的な効果の検証は行ってはいない。一例
として挙げられた科目では、学生の授業評価が高いとい
う結果が出ていた。学生のコメントには「教員の教え方
がわかりやすい」「（授業がわかるので）勉強する意欲
がわいてくる」「授業の進むスピードが学牛に合ってい
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る」などのコメントが数多く書かれている。担当者は、
リメディアル教育科目履修者の正規科目の成績は（思っ
ていたほど）芳しくはないが、基礎的内容の授業を受講
することにより、中学生時からの科目アレルギーの部分
的な解消に役立つとともに、正規科目の成績の底上げに
なっていると分析している。
本短期大学部では推薦入学合格者全員に対して入学前
教育として課題学習を課しているが、入学後に資格を得
るために基礎学ﾉﾉ向上をＨ的としたリメディアル教育科
Ｈあるいは補習授業は、各学科専攻で専門性が異なるた
め共通教養科目として開講しにくく様々な形態で開講し
ている。入学生の中には、高校時に順修（選択）しなか
った教養科目やそれを基礎とする専門科目の単位修得に
苦労している学生も見られる。どのような形態でリメデ
ィアル教育を本格的に導入するかについては、各学科専
攻の専門性によりそれぞれ検討しなければならないが、
その時に小松短期大学の取り組みは大いに参考になると
考えられる．
2.5地域連携･産学連携
１）小松短期大学の産学連携
小松短期大学は、防衛庁、石川県、小松市、小松商工会
議所等々が中心となって１９８８年に創設した第３セクター
運営方式の私立短期大学である“前述したように現在は
１つの学科に５つのステージ（いわゆる専攻もしくはコ
ース）を有しているが、工学系のステージである生産シ
ステムステージが小松短期大学の大きな特色にもなって
いるこのステージは、工場等の現場経験を持つ社会人
のみを対象とするステージであり、特定企業に在籍する
技能者の中曜社員教育を担うものとして2007年に設立し
ている（なお、２０１１年度から高等学校を卒業した学生も
受け入れるようになっている）。
２）新コマツエ業専門学院
生産システムステージのリカレント枠に入学する社会
人２０名は､３０歳未満で勤続２年以上のコマツグループ社
員および協ﾉﾉ企業社員に限定されている。コマツグルー
プは、コマツ（益記社名：小松製作所）と連結対象１７９
社からなる建設機械・収両や産業機械の製造を行う企業
体（社員数：単独９５４１名、連結44206名）である（建設
機械のシェアは国内１位、世界で２位）６．１９２１年、石川
県小松市で設立され、地元の産業界との結びつきも強く、
現在も粟津工場（小松短期大学の近く）および金沢工場
が石川県下にある、
もともとコマツは社内教育に力を入れており、石川県小
松市に本社がある時代には「小松製作所私立工科学校」
が、１９５１年に本社機能が東京に移転してからは「小松工
業専門学院」という名称の社内教育機関を有していた。
1960年に設立された小松工業専|Ⅱ1学院は、１９８６年に閉校
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になるまで延べ９２１名を輩出しており、その約半数の卒
業生は生産現場を知る管理職として現在も活躍している
という。こうした教育システムは社内的にも重要である
と認識されており、技能者で入社した高卒社員の中堅リ
ーダー育成教育機関として2007年に再度設置されている
（従前の小松工業専門学院の復活という意味で「新コマ
ツエ業専門学院」と社内的に呼ばれているようである）。
これが小松短期大学の生産システムステージなのである。
３）小松短期大学内に設置
従来､組織内部で実施してきた社内教育システムを小松
短期大学内に設置したのはなぜだろうか。それには短大、
企業双方にメリットがあるからであろう、小松短大にと
ってみれば、志願者減少時代に対する学生確保と公設民
営の短大としての地域への貢献という意味でメリットが
あり、企業側からみれば教育インフラを最小限にできる
という利点がある。また、小松短期大学で修了し卒業す
ると短期大学士の学位を取得できることも、履修者にと
っては大きなメリットであろう”
４）教育課程
教育内容は地域創造学科の共通科目（２３科目３５単位）
と材料工学、生産工学、工程管理、プロセス設計などの
専門選択科目（３２科目７６単位）で構成されており、合計
５５科目１１１単位が配当されている。２年間のプログラム
は、通常の学生と分離した独自の時間割で行われており、
１年目は学内での授業、２年目は工場での実習教育となっ
ている。派遣されてくる学生は、有給すなわち勤務の一
環であるとともに学費は会社負担という点が一般学生と
大きく異なる点である。
５）一般的な短期大学における教育面での産学連携
の可能性
平成２３年の短期大学設置基準一部改正により、就業力
育成支援を行うことが短期大学（大学も同様）にも求め
られ、また本学のような公立短期大学は、リカレント教
育を含めた教育の地域貢献も求められる時代である。
今回視察させていただいた小松短期大学は､公設民営と
いう組織運営であるため、理事長は企業（小松商工会議
所）から、理事は石川県から、事務局長は小松市から派
遣され運営されている。現在の理事長は小松ウォールエ
業株式会社相談役も務めていること、また、氏は小松製
作所私立工科学校を卒業しているという事実も、こうし
た運営方法を採用した理由と無関係ではないだろう。
このほか短大と産業界の連携が図られている事例とし
て、産業技術短期大学７（兵庫県尼崎市）がある。産業技
術短期大学は、日本鉄鋼連盟を母体として１９６２年に設置
されたが、鉄鋼各社の従業員を再教育機関として、鉄鋼
業界各社から企業派遣学生として受け入れる仕組みが整
っており、現在までの６０００名を超える人材を輩出してい
る。
以上の例からもわかるとおり、短期大学と産業との連携
は、設立時から太いパイプがあることが必要である。そ
の意味で、我々にとっては非常に参考になる事例といえ
るが、同様なシステムを構築することは、地元産業界や
行政の強い意向がない限り、なかなかハードルが高いと
いえよう。
3．おわりに
「はじめに」で述べたとおり、本短期大学部が抱える
問題関心に応じて小松短期大学での活動事例をご教示い
ただいた。地方の小規模短大として、どれも参考になる
内容であった。
ＦＤ活動全般では、昨年度の視察校と同様に非常勤講師
との懇談を行っていたことが興味深い。本短期大学部で
ももっと積極的に活用していく余地があろう。キャリア
教育においては、「キャリアデザイン」とあわせて「ク
ラスアワー」についてもご紹介いただいたことから、学
生から社会人への移行に資する効果的なキャリア教育の
方向性について示唆を受けた。入学前教育・リメディア
ル教育にも、意欲的に取り組んでおられ、カリキュラム
上の配置を工夫する先進性は検討に値する。地域および
産業界と連携した教育は、大学の沿革に関わる特徴であ
り容易に模倣できるものではないが、多くの知見を得る
ことができた。
以上､小松短期大学の教育改善への多様な取り組みを伺
うことができ、大変有意義な視察であった。
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